[image: image1.jpg]
[image: image2.jpg]
[image: image3.png]



[image: image4.png]



令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会（第４学年）


テーマ〖すみよいくらしをつくる〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門真市立門真小学校　








≪学習のねらい≫


　・ゴミのゆくえやゴミ問題（環境問題）を学ぶことで、環境保全に対する理解を深める。


　・本単元の学習を通して、「自分たちにできることは何か」と視野を広げ学ぶことができる。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月　～　７月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会�
事前学習「ゴミのゆくえ。ゴミはどこに行く？」


・クラスのゴミ箱の内容物を調べる。


・クラスで出たゴミの行方を考える。


　クラス→学校のごみ捨て場→ゴミ収集車→ゴミ処理場→【その後、ゴミはどうなっているのだろう？】


・ゴミ処理について疑問に思うことや、ゴミ処理場での


処理について予想を立て、クラスで意見の交流を行う。


・ゴミ処理について調べ学習を行う。（インターネット、　


　書籍）�
■実体験を通してゴミについて疑問や関心をもてる活動を導入として行う。


■活動から生まれた疑問を解決するためには、「専門家」（今回はゴミ処理場の方）に聞きに行くべきだということに気づかせる。


■「疑問」を一人ひとりが持つ。知りたいと思うことがあるからこそ、興味がわき、気づきや学びが、より深まるということを伝える。�
�
２


社会�
実体験「ゴミ処理場に見学に行こう！」


・ゴミ処理場／リサイクルプラザへ行き、見学をする。


　ゴミの処理方法、


ゴミ処理後のゴミの行方、


３Rとして自分たちにできること、


など自分たちが疑問に思っている


ことを中心に質問をする。�
■専門家にインタビューをし、自分たちの疑問を解消していく。


■実際の体験を通して、座学では経験できないことを感じさせる。


■ゴミ処理場で働く人の思い、今ある環境問題、そこから感じる「自分たちにできることは何だろう」という新たな疑問・課題をもたせる。�
�
３


社会�
まとめ「学びを広めよう！」


・「ゴミ収集車」「ゴミ処理場」「３R」の３グループに分かれ、調べ学習で知ったこと／見学で見てきたこと／インタビューから分かったことなどを、模造紙にまとめる。


・クラスで発表を行い、他のグループへの評価をおこなう。良かった点と改善点を挙げてもらい、もらったアドバイスをもとに、まとめをもう一度練り直す。


・練り直したまとめを、学年で発表する。

















�
■学んできたことをまとめ、各クラスでの発表を行う。アドバイスをもとに練り直しを行うことで、自分たちの発表にたりなかったところを気づかせたり、新たな視点でまとめることができる力をつけさせる。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・門真市リサイクルプラザ／門真市クリーンセンター


≪成果≫


　・ゴミ処理場／リサイクルプラザで学習をしたことで、環境問題に興味を持つことができていた。例えば、「カメのお腹から、海に流れていたゴミ袋が出てきた」というニュースをまとめてきたり、ゴミの分別の大切さについて専門家の方から聞いたことを家庭で伝えていたりということもあった。特に、ゴミ処理場で働く人の思いを聞くことで、「自分たちにできることはないか」と考えることができていた。








